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犯罪の防止対策委員会
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犯罪の防止対策委員会の構成

松原市
町会連合会

松原市内
高校

(４名)



対策委員
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松原事業場防犯協会 会長 柴田 賢次 委員長

松原防犯協議会 会長 池下 裕造 副委員長

松原地区町会連合会 阿保自治会長 中野 耕夫 委員

新町地区町会連合会 会長 堤 實 委員

新町地区町会連合会 桜ヶ丘連合町会会長 薮野 正一 委員

三宅地区町会連合会 三宅地区町会連合会会計 藤條 正一 委員

天美地区町会連合会 城連寺連合町会会長 北野 武弘 委員

恵我地区町会連合会 別所連合町会会長 山道 章義 委員

松原防犯協議会 副会長 磯野 利明 委員

松原事業場防犯協会 副会長 土井 充弘 委員

松原地区保護司会 会長 吉川 許司 委員

大阪府立生野高等学校 生徒指導主事 中川 貢希 委員

大阪府立大塚高等学校 教頭 島岡 律子 委員

大阪府立松原高等学校 生徒指導部代表 山口 正晃 委員

阪南大学高等学校 校長 西谷 公成 委員

松原警察署 生活安全課 防犯係長 片岡 卓也 委員

松原市職員 ２名



課題② 街頭犯罪の半数以上を自転車盗が占める

課題① 街頭犯罪の発生が多い

課題③ 子ども・女性への声掛け事案等が多い
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※外傷との関連は薄いが、割れ窓理論に基づき重点課題とする

重点課題

課題④ 高齢者の特殊詐欺による被害が多い



【課題②】
街頭犯罪の半数
以上を自転車盗
が占める

【課題①】
街頭犯罪の発生
が多い

【課題③】
子ども・女性へ
の声掛け事案等
が多い

自転車盗対策

一戸一灯運動

防犯カメラの設置推進

防犯教室

課題 方向性 取り組み
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【方向性②】
自転車の施錠促進及
び周知啓発

【方向性③】
防犯意識の向上促進
及び周知啓発

【方向性①】
犯罪の起こりにくい
環境づくり及び防犯
意識の向上促進

課題に対する取り組み

特殊詐欺の防止

【課題④】
高齢者の特殊詐
欺による被害が
多い
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既存の取り組み紹介～防犯カメラの設置推進～

松原
警察署

松原市

松原
警察署

行政が設置する幹線道路等の防犯カメラ

町会等が設置の防犯カメラ

松原市

町会等
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既存の取り組み紹介～防犯カメラの設置推進～
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（防犯カメラ設置累計台数）（台） 出典：松原市
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モデル地域を選定

既存の取り組み紹介～一戸一灯運動～

一戸一灯運動 啓発活動

いままでの活動の様子

声掛け事案等 発生状況
（平成28年～令和２年）

コロナ禍での活動（非接触型の啓発を実施）
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路面標示

既存の取り組み紹介～自転車盗対策～

啓発看板 活動の様子

自転車盗防止デザイン阪南大学生が考案

令和２年

１８３件

現在の成果
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取り組み紹介～特殊詐欺対策～

・特殊詐欺の被害者は高齢者が多い

・自分は騙されないと思っている

高齢者の安全対策委員会と合同
コロナ禍での活動

いままでの活動の様子

NEW

回覧板での啓発を予定
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地域での取り組み紹介

地域の青パト活動 青色防犯パトロール活動団体

松原防犯協議会 ５支部６台

堀町会連合会 １台

油上清交会 １台

新栄住宅自治連合会 １台

天美荘園親睦会西町会 １台

河合自治振興会 １台

東新町３丁目連合町会 １台

東代第二自治振興会 １台

恵我地区青パト隊 １台

天美我堂自主防災会 １台

天美北連合町会協議会 １台

NPO法人やんちゃまファミリーwith １台

更池自治振興会 １台

地域で活動する青パト台数

平成３０年度８台 令和２年度１８台



刑法犯・街頭犯罪ともに減少傾向
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取り組みの成果①
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自転車盗も減少傾向
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取り組みの成果②
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「ひったくり」が、令和２年中は０件！！
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取り組みの成果③

199

49

32

3
0

50

100

150

200

平成13年 平成20年 平成25年 平成30年 令和2年

（松原市 種別街頭犯罪認知件数のうち、「ひったくり」）

（件） 出典：警察統計

令和２年
０件



子ども・女性への声かけ事案 減少傾向
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取り組みの成果④
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課題に対する経過～特殊詐欺対策～

松原市 特殊詐欺の被害
令和３年８月末日現在

被害件数 10件

被害金額 約1,100万円
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件数 被害金額

平成27年 22 約4,400万円

平成28年 15 約4,600万円

平成29年 28 約4,000万円

平成30年 30 約2,900万円

令和元年 47 約4,500万円

令和２年 17 約2,200万円

松原市 特殊詐欺被害状況特殊詐欺被害状況（大阪府と比較）

出典：警察統計出典：警察統計



現在の課題と方向性

・特殊詐欺による高齢者の被害が多い。
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・子どもや女性への声掛け事案等が多い。

・自転車盗は、他の街頭犯罪より多い。

自転車盗防止啓発キャンペーンなどの対策を継続する。

「一戸一灯運動」により、地域を明るく照らすなど、地域の

防犯意識の向上を図っていく。

高齢者への周知・啓発を行い、未然に防止していく。
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今日からできるセーフコミュニティ

①自転車を離れるときは必ず施錠

②夜間は自宅の門灯を点けよう

③電話で「お金」の話が出れば、一旦
電話を切り、家族や警察に相談



ご清聴ありがとうございました
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